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コイソモレ先生 

しりあがり寿著 



7月25日発売予定 

装幀.スージー甘金 





ファンの熱いラヴコールに応えて越る珠玉の一冊 


透明通信鈴 

■ A 5 判上製■定価彳 500 円 ■ 

それはいつだって 「) 

ひそかな愉しみを [/ 

少年の熱っぽい心に • 

約束してくれました—— ノ’ 


木习习一著 






7月2日発売予定 


そしてアナタの隣 電車の中に . 

りに…… 

B 六変型上製 定価980円（本体価格951円） 青林堂 



どんなに悲しい時 
もあのヒトは . 
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本当にしつこいんだなあ 

水木しげる 








「…『赤色エレジー』ね、あれを見てて 
しつこいなあ！、と思ってね、別れたと S っ 
たら手の^^がくつついてて、ああも、っこ 

れ董に別れた、と思ったら金は足の指 
F くつついてて(笑)、まあ^'^にしづこ 
いんだな あ。00ぺージ くらい使つてるんだ 
なあ、別れるところだけに。それが延々と 
続くんで驚いたんですよ、しつこくて 
へ S 。 それで覚ぇてるんですよ。『赤色エ 
レジ ー』 は其又けたでしよ、っ。ガロでは珍ノし 
く… 珍しく つて言つちやおかしいけど(塞 
きよ。- (談) 
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絵の『澄んだ感じ』が印象的でした 

つげ義春 


「林さん f といろいろと f した 
事は あまり 無いんです。昭 fEH 年頃かなあ、 
ぼくが新宿の十二社の『星アバート』とい 
うと ころに一年くらい住んでいた事が あっ 
て、たしかその頃|度遊びに来た事が あり 
ますね。その後、この5-^らいの間に会 
合や何かでもちろん®^何度も合わせて言 
葉は交わしてますけれども、二人で会って、 
とい、 r # は無かったですね。林さんがデ 
ビユーした当時の事は忘れて しまって よく 
掌 X .てないんですが、作品が理論的にど、っ 
こうじ やなくて、 『ああ、 絵の上手な人が 
出てきたな』、 という 強烈な印象は ありま 
したね。すご^ ^1® に『澄んだ 感じ』 が 
印象に残—した。とにか^^が上手い人 
ですね。」 (談) 
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起きた。•手露 史が言った。 

「『しんきら り』 の題字、林静一さんにお 
願いしたらど、っかと田やっんだ けど」 

さり気なく言った能理_ 史の言葉に私 
はガビー ンと 脳みそが硬直した。林さんは 
書の達人でもあらせられたのだった。そん 
なわけで「しんきら り」 は水茎のあ とも美 
しく、出 AfM がったのだった。その f 手 
にしながら能理 14-4^ 史と私は「林さんてさ 

……いいょね」「 . いいょね」と言い合っ 

てニヤリと笑い合った。 

『花に棲む』とい、が強く印象に残つ 
ている。読んでいて「きつとこれは実際の 
ことだ」と心で決めた。その頃私は母と一1 
人で生活していてそう思いたかったのかも 


知れない。『花に棲む』で息ナは母親に「〜 

しなさい」 「だまれ！」 「あ-ほっといて 

下さい」-もうょしなさい」とい、っ言葉を 

使、っ、露だった。擊は震にとって大 
人なんだと 感じさせ、うらやましい気がし . 
た。 母と娘の f は一緒に生きている 限り 
娘の方が大人になれず、「ほっといて 下さ 
レ」や「も、 っょしなさい」 は 使えない〇 W 、 
息母親の^^がそんなナマ やさしいも 
のでない事は後になって ィヤとい、っ 程思い. 
知るのだけれど……：*0: 

そんなこんなの想いがあり、昨今、 その 
昔憧れた先輩の方々と—にお 逢い出来る 
.ことがあるりガビーンと硬直してア 
がる 0 なんて：^なんだと我身が愛しい0 
蛇足だけれど、もぅ一人私が当時の - I ガロ」 

で憧れた人が いる。 S 勉 さんといって、 
素晴らしい f 描く人だった 。雪国の 少女 
の切ない物語を短編で2 ~ 3本発表された 
きりその後はどこにも現れなくなっ た。 
ずっと後になって画家として大成された藤 
井勉さんと 同一人物である ことを 知った 0 
あの^ t 勉さんなのだと田心、 っとまた ガビ I 
ンとする。あの作品を今の r ガ ロ」 の読者 
に見せてあげたい、と切に思う。「ガロ」 

にはまだまだ宝が沢山、つずまつているのだ0 
「#*一」なんと美しい务暇たろ、つ〇宝の 
山で輝つているじやありませんか。 
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U 昭和の浮世絵師』だね。 


:: U - 

■ 






長井勝 


■林君が持ち込みに来た時は…青林堂が 
『航空ファン』の二階にあった時だから… 
忘れちやったよね。最初の作品は駄目だっ 
たんだよね。悪い、つてい、っ訳じやないん 
だけどさ、載せられないじやない、あんま 
り長いと。確かそれで最初駄目になつたん 
じやないかな。向こぅは初めてだったから 
さ、ずいぶん気にしたみたいなんだよな。 
でもこっちは友人になりや別だけど、来る 
人は皆同じだからね ( g 。 最初の印象っ 
てのは。原¢11¢る方と見られる方じや立場 
違、っしね。このく付^4口ぅかど、っかは 
後からつて作口 §0^てく、っちに判つ 
てくもんだから。だから最初会った時は「こ 
、っでした よ」 なんて^3つてるのさ、あれ相 
当いん言ってるんじやないかと思、っよ 
ね(寒。最初会つてから二回亘二回目、 
と重ねていく、つちに覚えて行くもんで、最 
初会、つときは一律同じもんだから。人より 
§の方を先に見ちやうし。 





















その日の地獄は 
大変繁盛して 
おりました 
なにしろ開店いらい 
だれも来た事が 
ないアクマの所にも 
客が来たのてす 
から . 





、專久な 



■…入選はあれだろ、『アグマと息子と食 
えない 魂』ね。 絵の印象ってのはやっぱり 
「上手い な」 と思ったよね。聞いたらアニ 
メー、ンヨン やってる、ってい、っんだけど、 
その頃はあんまりね、こっち自身がアニ 
メーシヨ ンの旦§な^0程って判らな 
いからね、こっちは劇®はっかり見てるで 
しよ、貸本時代からず一っと ね。 そういう 
中ではすごく霖だったよ ね。 「何だろう」 
と思ったよね。新しいんで。(佐々木)マ 
キさんなんかもそうだよ ね。 そういうも 
のってのはやっぱりね、外国もの見たり、 
アニメーシヨンに 関わった人ってのはどこ 
かバタ臭いとい、っか、ディズニーっぽいと 
ぃうか、そうぃ、じするゎけだけど、そ 
うじゃなくて全然そういうものに関係な 
かった平なんかはバタ臭さは無いもん 
ね。 

■…それから主#堂がキンヵ堂の上に移っ 
て、『赤色エ レジー』 はその頃 じ ゃなかっ 
たかな。で、あがた(森隹9にたち 
が「唄又」って言ったんだよ。であがたが 
「ギタ 1 が無いから晒ぐ X. ない」って言った 
ら「取って来い」って言ったんだよ。で取 
りに行ったよ、雨ン中。それであがたさん 
は、ギター弾いて唄った 訳 だよ、タダで ( 
§。 そしたらあいつら酔っ払ってるも 
んだから、足踏みしてバンバン浮かれた 訳 
よ。そしたら下の人が「寝られない」って 
(寒。…『赤色エ レジ J は、林君が「長 
編 f たい」ってんで、 H ： 倍みたいな賄い 
付きのを探してくれないか、つて言つんだ 
よね。俺千葉にいた奮るからね、知义口 
いの出入りのおばさんがね、息子一人いた 
んだけどもう行つちやつて部屋空い 


ちやってる、っていうんだよね。で話した 
ら「いい」つてい、らさ、よ^®いたら 
「蔵の二階」だっていうんだよね。でもこっ 
ちはそんなの全然構わないからそこ借りて、 
そこで『赤色エレジ J 描いたんだと思、っ 
よ。原稿そこまで取りに行ったんだよね、 

勝浦の先の。俺が居た病院の少し先の方。 
■ただあの人すごね。俺それ知らな 
かったんだけど、会いに行くと何か落っ 
こってんだよね。これ札じやないかな、っ 
て思ったら札を折り畳んだのを放っぽって 
あるんだよね。「これ落っこってるよ、大 
丈夫か」って言ったら「こないだも MS の 
おばさんに注意されました」つて 一一一一！！、 っんだ 
よ(寒。…そこへは滝田(ゆ、っ)さんも 
遊びに行ったと思うんだよね。滝田さん何 
日か居たんじやなかったかな。あと上総港 
の(白土)三平さんのとこへ勝又さんや皆 
で行った f あったね。そ、っいやその頃俺 
木造二階建てか何かで一部屋だけ、っての 
あるじやない。二万円ぐらいだつたかな。 
一力月 。ただ^®通して借りなきやならな 
かったけどね、そこ借りて時々皆で行った 
りしてたんだよね。三平さんなんかまだ上 
総港にアバート借りない時はそこ行ってた 
んだよ。で林さんも勝又さんも滝田さんも 
来てたんだよ。今と違って# Ws ! は#^なり 
に f って、：^ U 饤ったりしてたんだよ ね。 

■横浜に大著(ハ 4^) が居ただろ、で 
中華料理皆で食いに行くから「店探せ」っ 
てね、桜裔の駅にお昼に f る事になっ 
て、来ないんだよね、林君たけが。待って 
も待っても、二時間待っても来ないんだよ。 
皆が何回も来る訳。「長井さんも、 g つこ 
ないんだから、:つてるし始めよ、 つ」 つ 


て。でも俺も「あの人遅いんだから」つて。 
こつちもどこの店、つて決めてなかつたか 
ら落1もあるんだょね。で三時間くらい 
待つたかな。そしたら来たょ。並日通の顔し 
て ( S 。 確かあの時お母さんが行く、つつ 
てね、「『この霧がいい』とか『似合わな 
い』とか言い出して、『行かないのか』つ 
て言っと『行く』つて。でまた違、っ*®出 
して…つてなつたから、 も、 つ皆に会えない 
な&ぞ X .ないでいいから、せっかく来たん 
だから親子で中華料理で^ W つて、と思つ 
たんだけど、長井さんが待ってたとは思わ 


なかった」って ^ KT 
■やっぱり彼のお母さんも書で食ったくら 
いだから、15<口芸^1^覚ってのは備えてる 
んだろ、っね。最初の頃の_なんかはお母 
さん書いてたもんね。もちろん11か 
らどんどん、1くなって_分で書くょぅに 
なったけど。それと、あんなに絵が、'く 
なるとは思わなかったね。特に日本画の方 
にも行つたでしよ。「昭和の浮世餘」だ 
もんね。今あれだ：^ける人ってそういな 
いよね、何人も。俺は目奮にアドバイス 
した、つて事はあんまり無いしね。 


これは 
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IKiM 作品/ , -1 アグマと息子と食えな L 
月刊ガロ緊 42 年：：：月〇這 


















年裏。あれを額に入れてしまってあるん 「靈家」じゃないよね。日本画に近いん 
だよ。やっぱり見ると「上手いなぁ」って じゃないの。だからこないだの『グッピ— 
思ぅよ。 だと 田 やっ。とてもじゃないけ .：』なんか見ると11^じゃないか(笑)と 
ど他のと一緒に積んどけないでしよ。 もう 思つち やうよ ね。 ( 1 


それはやっぱり林君の『赤色エレジー』が 
凄いから、「俺もやりたい」と思ったんだ 
よね。「俺なりの絵とストーリーで展開し 
てみたい」ってのがあったんだろ、っね。作 
口00^><壬然違ぅしね。どつちも一世を風靡し 
たよね、どっちも曲が出来てどっち，^画 
になつて。 

堂に遊びに来てたよね。一時 
期ふみちやん(佐々木マキ夫人)が*#堂 
で働いてた時もね、マキさんも林さんもね。 
勝又さんも^ e- 来てたし、返品なんかある 
と皆で運んでくれたり、手伝ってくれたこ 
ともあるよ。今と違つて若い連中が溜まり 
場ってい、 i、 よまってたよね。それ 
も翁二とかとか、あれまでが続いて、 
それ以後はあまりないよね。松田とか上野 
さんとかさんとかよく来てたし、林君 
も11^な^^んでったり。滝田さんなんか 
は俺と近い呑み方、縄のれんとかね。林君 
になるとちよつとモダンていぅか…モダ 
ンつての^ S だけどね、バーとかスナック 
とかみたい§が|だったよね。ゴール 
デン街もよく行ってたよ。いつもって訳 
じやないけど。とにかくいい時代たつたん 
じやないかな。銭には不自由してたけど 
(寒、日本の勃興期だから。今は銭には 
K-nn 由しないけど、 「K -一女の時代」なんじや 
ないの。あの頃は一途だったから。だから 
別に i 描けたから儲かるとか褒められる 
といぅ時代じやなかつたでしよ、林君の頃 
までは。その後だからね、「漫画家」ってなっ 
たのは。それまではだから。三 
平さんがよく言うように世間に認めても 
らつた訳じやない、 と。 

■こないだお正月に送つて来たろ、：^で。 


■林君のお母さんってのは、やっぱりどこ 
か並愚の人とは違って…浮き世離れしてた 
ね。 いいと か悪いじやなくて、時間の咸弊見 
とかがね。に長くいたからじやないか 
な。中国人なんてさ、汽車が何時に来る、 
なんて気にしちやいないでしよ。遅れよ、っ 
が何しよ、っが。日-^は「何時何分」って 
いやあちやんとるし、到着するし。 
そうい、っ咸覺 じやないからね、8^^なんて 
のは。 そういうと ころでは そ、っい、っ 時間感 
覚じゃ生®33来ないよね。 

■やっぱり§の作品で 一# S 象に残って 
るのは『赤色エレジー』だね。当時として 
は珍しく！1¢*だったし。単一饤本もすぐ M 儿れ 
て i したしね。あがたの曲がヒットして 
相^^ってのもあったし。あがたも漫画 
見て曲作るほどインパクト貰ったでしよ。 
だから若い人達に fx. た男馨ってのは俺た 
ちより凄いんだと田やっよ。今より^ SP じや 
なかったでしよ、男の f 女の f どこか 
ハングリーだったしね。その後だよね、上 
村さんがやったのは(『同棲時代』)。あの 
人も立派だよね、 g 分で二¥をやる、っ 
て宣言したからね。俺とか_とか古®?さ 
んなんかを招待して一一^んで、「二 
をやる」って宣言して。それが『屢時代』 
だから。…それにしても上村さんもしたた 
かだよ(寒。何も言わなきゃ「ありゃ『赤 
色エレジー』の二查照じじやねえか」って 
言われるけど、言われる前に「俺は二 
をやる」って宣言しちやうんだから。「俺 
はもともと二$が得意なんだ」、「俺なり 
に咀嚼して俺なりの作品を発表出来るん 
だ」、と。それで八 rK は本格的に「同棲時 
代」ってい、 っ 言葉が流行ったんだからね。 
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夢二をやめた人 

四方田犬彦 
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ぼくは、林静一の作品を彼が「ガロ」 

でデヴユウしたときの『アグマと息子と 
食えない魂』のころから読んでいる。書 
きだしたころの彼の、一作一作にまった 
く別の文体と意匠を用いてゆくさいの 
速度というものには、目を瞠るものがあ 
った。ある種の元素は核分裂をとげると 
き、最初の数十分の一秒で矢継早に次々 
と別の元素へと変化してゆき、あとはゆ 
っくりと時間をかけて変化してゆく。林 
静一の初期にもにたような現象があっ 
たような気がする。 

『赤色エレジー』のころに入って、よ 
うやく 時間の流れが緩やかになったと 
いう印象をもった。ただ作品の内側に流 
れている時間感覚は非常に複雑である。 
結始する、しないをめぐる際限のない停 
滞感、つまりドラマの圧倒的な不在を、 
林静一はよくぞ画面に定着させたと思 
>っ0 

その少し前だったか、新宿伊勢丹の前 
に ATG の小屋があって、林静一の短編 
アニメがなにか本編といつしよに上映 
されたことがあった。観客席は上映の間 


中ず っと 静かだったが、エンドマークが 
出た瞬間に誰かがカン高い声で「わから 
ない！」 と叫んだ。とたんに観客席がど 
っと湧いた。一九六〇年代というのは 
「難解」が芸術を計るひとつの尺度だっ 
た時代である。これはその最後を飾るエ 
ピソー ドだろう。その後は誰も林静一を 
「難解」と呼ばなくなった。「可愛い」 
とか「ス テキ」 といようになつたわけ 
だ。 

小海ちやんはもう少しのところで林 
静一を第二の夢二に仕立てあげかねな 
かった。彼が沢田研二のかわりに鈴木清 
順のフイルムで主演していれば、傑作だ 
つたと思う。いたるところに彼の描く少 
女の イラストが氾濫し、記念切手にまで 
なった。けれども林静一は、なれたらな 
れたであろう国民画家の途をあっさり_ 
放棄してしまった。自分の財産を放棄す 
ることが、それを築きあげることよりも 
実ははるかに難しいと知つている人は、 
そう多くはない。だが、彼は抒情的な少 
女絵を脇において 、 『PH 4,5 グッピーは 
死なない』の陰惨なハードコアの世界へ 
突人していつた。これはラデイカルなこ 
とだと思う。食足りて愚かしくなる、そ 
こいらの作家とは筋金の入り方が違っ 
ているのだ。 

林静一は、たぶんまだ本当にスゴイの 
は公開していないのではないかと思う 
が、相当に枕絵、危な絵の類を描いてい 
るん じ やないかなと思う。本来あの手の 
ものは こつ そりと内々で見るのが面白 
いわけで、今度会ったらぜひ見せてくれ 
るよう、頼んでみよう。 











-今回は『ガロ名作劇場』と合体さ 

せた特集という事で、林さんのルーツを 
いろいろと掘り起こさせていただこう、 
と . 。 

林 「過去は振り返っちゃいけない」 
とよく言うよね(笑)。 

-最初にそう言われちやうと終わ 

っちやうんですけど(笑)、主旨として 
はあくまでも後ろ向きなのではなく、 
「温故知新」という意味で…。 

林 「後ろを振り返っちやいけな 
い-、「愚痴をこぼしちやいけない」、朱 
子学にあるんだ(笑)。 

-^ええと (笑)、現在の1ガロ」の 

足場を確認してこそ未来もある訳です 
し、その点をご理解頂いた上で(笑)い 
ろいろとお話を伺いたい、とそういう事 
でひとつ宜しくお願いします。 

林 はいはい(笑)。 


■旧满州から引き揚げて… 

-林さんは大陸でお生まれになっ 

たんですよね。(※中国東北部…旧満州) 
林 そうですそうです。 

-引き揚げた、というか、こちらに 

戻られたのはやはりずいぶん小さい頃 
ですよね。 

林 そうですね、昭和二十二年だか 
ら、僕がニオの時だから。 

-じゃあ全然記憶なんてある訳な 

いというか…。 

林 うん、ないです。 

-でもやっぱり向こうが故郷、とい 

う気がしますか。 

本 さだまさしさんが『関白宣言 J を 
北京で歌って、非常に受けたという外電 
を新聞で読んだ頃だから、七〇年代の終 
り頃か八〇年代の初めだと思うんだけ 
ど、手塚治虫さんなどと中国へ行つたん 


です。そこで副首席主催の晩餐会があり 
まして、円形テ—ブルに分かれ中国側の 
方々と会食になったんです。僕のテーブ 
ルに東北部の委員長が居まして、通訳の 
方が僕が東北部生まれだと伝えると、親 
しみを込めた笑顔を見せて話しかけて 
きたんです。ところが、隣に座っていた 
母が何を思ったか「東北部の言葉って汚 
いんです ょネ」 って(笑)言ってしまつ 
た。 

-(笑)言つてしまつた。 

本 僕は、「日本人ですけどあそこで 
生まれて、 第二の故郷のょぅに思い ま 
す」.って言いたかったのですが母が… 
(笑)。 

-いきなり (笑)。 

林 「北京は都会だから中国語は綺麗 
ざ〜んすけど(笑)、東北部ってのは汚 
いでしよ、言葉が」だって(笑)。 


-いきなりかましちやった(笑)。 

林 で、何も言えなくなっちゃった。 

-よく お母さんとは旅行されるん 

ですか。 

林 いや中国はね、僕は懐かしがるだ 
ろうな、と思って連れてったんですよ。 
そしたら逆でしたね。やっぱりああいう 
「引き揚げの悪夢」みたいのが全部こう 
…、特に王府井のような賑やかな通りを 
中国人がざ—っと歩いてるのを見ると、 
物凄く精神的に不安定になっちゃって。 

-当時を思い出して…。 

林 うん、逃げた時の恐怖感とかを思 
い出してね。 

-相当大変な思いをして引き揚げ 

て来られたんですか。 

うちの母はそうでもないと思う 

んですよね。う—ん . 。 

-向こうでは何をやられてたんで 










すか。 

林 普通のサラリ—マンですよ、父は 
ね。 

-前につげさんの「長八の宿」のモ 

デルになった松崎の宿へ行ったら、林さ 
んがお母さんと二人でいらして、ずいぶ 
ん長い事滞在されたとか…。 

林 いえ三日くらいですよ。母が物凄 
く気に入ったの。離れに泊めてくれて 
ね、そしたら母が「帰らない」って言い 
出して(笑)。困っちやってね、正月だ 
けで来たのに。母にこういうところはい 
いんじやないかなあ、と思って…で、や 
っばり良かったのね。障子窓に梅の枝が 
映ってたりして。それで母に「明日帰る 
よ」って言ったら「え？もう帰るの？帰 
りたくない」って(笑)。 

-林さんはご兄弟はいらっしやら 

ないんですか。 

林 居ないんですよ。 

-失礼ですけども、お父さんはお亡 

くなりになられたんですか。 

林 ええ。 

-おいくつくらいの時に……。 

林 僕が生まれてすぐですよ。姉貴が 
居たんですよ、五才の。姉貴も親父のす 
ぐ後に死にました。大体あの頃なんての 
は…僕も足に凍傷の痕があるんですけ 
ど、栄養が、食べ物なかったでしよ。要 
するに蒋介石が「過去の罪は憎まず」っ 
て、日本人は日本人街に囲うんだけど、 
何となく、ねえ。だから食料が行き渡っ 
てないんですよ。だから衰弱していくん 
です よ。 北満なん てと こから引き揚げて 
来た人なんて、本土と違って零下何十度 
でしよ。夜はね。だからそこで死ん じ や 


うんですよ、家がないから道路でね。 

-すいません変な事を聞いて…。 

林 いえ。 

-じやあお父さんが亡くなられた 

のは' 日本が負けて' 引き揚げるまでに 

〇 

林 そうです。「戦病死」ですよね。 
引き揚げる時に骨を持って帰ってきま 
したから。姉も相次いで亡くなってるん 
ですよね。 

-日本はどちらに引き揚げられた 

んですか。 

林 結局あれは舞鶴で…あの当時は 
入水路にバラックみたいなのが建って 
てそこで何日か過ごして、身元が確認さ 
れると内地に引き揚けるんですよ。それ 
でたぶんすぐ実家、干葉に戻ったんだと 
思うんですよ。 

-ご実家は千葉なんですか。 

林 干葉なんですよ。僕も全然知らな 
かったの(笑)。 

-その後はずっと干葉にいらした 

んですか。 

林 いえ、たぶん…僕が三、四才だか 
ら、二年くらい居たんじやないですか。 
それで中野で親戚が学校の校長をやっ 
てたもんで、そっちへ移ったの。今 ブロ 
—ドウ エイがあるんだけど、あの辺なん 
ですよ。だから ブロ—ドウ H イって凄い 
早いんですよ、僕が中学の時からだから 
ね。 

-そんなに古いんですか。 

林 そうなんですよ、考えてみたら 
ね。 

-でも相変わらずセンス的には古 

いですよね(笑)。竹の針でレコードか 


けるクラシック 喫茶と か ありました？ 

林 どの辺にあるの？ . でも中学 

生くらいまででしょ、居たのが。子供だ 
から、子供の見る世界と違ぅからね。プ 
ラモデル屋とか。今早稲田通りの方に抜 
けてるでしょ、昔はあれ抜けてなくて突 
き当たると「花見煎餅」があったの。で 
迂回すると東映の映画館があって…あ 
れはこないだ行ったらまだあったね。東 
中野の方へちよつと行くと国鉄官舎が 
あるでしよ、あの辺から線路に入れるん 
ですよ。で線路の上に釘を置いて、電車 
がバーツと通るとね(笑)。あれで真ん 


中こう して(笑) 十字手裏 拳作ったりし 
てね。僕らの頃は自転車が無いと駄目 
で、自転車で徒党を組んで、内越町と喧 
嘩するんですよ。僕たちは囲町だから 
(笑 )。 

^—けっこうガキ大将だったんですか。 
林 いやああいうものは年代で引き 
継いでいかなきやいけないから、ボスに 
なってかなきやならない。六年生が自分 
I 人だと、下のを全部引き連れて行かな 
いとならないのね。 そうしな いと塾行く 
時に他の地区通った時にやられちやう 
でしよ (笑)。 


『せつない タタミの 目』 
安彦麻理絵 

私は、せつないものが好きです。悲し 
いものとか元気なものも、なかなか好き 
なのですが、でも一番好きなものは、せ 
つないものです。林静一さんの漫画を読 
むと、その、私の大好きなせつなさを味 
わえるので、ソレを体で感じたくなった 
時は、林静一さんの漫画を読みます。で 
も、不思議だな一と思うのですけど、林 
静一さんの漫画って、読んでいてせつな 
くはなるのですが、涙ってやつは、なぜ 
か出てきませんのです。なんでかな一と 
考えてみたんですが、その思いあたるフ 
シはとゆうと、林静一さんの漫画って、 
せつないくせに凄くヒワイな感じがす 
るからでしょうか。不思議です。でもソ 
コがカッコイイと思います。読んでトッ 
テモセツナクなつてんのに、ソノ気にさ 
せといて、でも凄くヒワイだからお涙チ 
ヨ t ダイにはなつてないところがなん 
かとつてもニクタラシくつてイイんで 


す。 あと、登場人物のたれさがった首の 
うなじや丸めた背中にいたる、一本一本 
泣いているような線が私はたまらなく 
好きです。ソレを見てると文字通り胸が 
きゆう一んとしてしまつて、ああ 

-^となつてしまい、ますます私はせ 

つなさのとりことなり、「せつなくてヒ 
ワイ」とゆ一快楽の境地からぬけられな 
くなってし まう のです。「せつなくてキ 
モチがイイ」とゆうのはキモチがイイも 
のの中でもとりわけキモチがいいと思 
うので、ソレを知らない人を残念ね ぇと 
私は思ってし まう くらいです。それと 
「タタミの 目」 です。私はタタミが出て 
くる部屋の絵がとても好きなんですけ 
ど、 「せつないタタミの目」をかける人 
って、やっぱり林静一さんをおいて他に 
いらつしやらないのではないで しよう 
か？林静一さんの漫画にでてくるタタ 
ミの目をみて ると 私はせつなさにゾク 
ゾクしてしまいます。私も漫画の中によ 
くタタミを用いますが、「せつないタタ 
ミの 目」 とゆ一のはやはりかくのがとて 
もムズカしくて非常にアレで困ってる 
しだいです。 












■「教育熱心」なお母さん 

-林さんは I 番最初に絵とか漫画 

に入るきっかけというのは何だったん 
ですか。林 う—ん…絵の塾は通って 
たんですけどね。 

-「絵画」の塾ですか。普通あの頃 

だと算盤とかそういうもんですよね。 

林 算盤もやらされましたよ。 

-わりと 教育熱心なお母さんだっ 

たんですね。文化色の強いというか 
(笑 )。 

林 (笑)そうねえ。 

-亡くなられたお父さんが絵が好 

きだった、とかいう事はあったんです 
か。 

林…うちの親父は京都の大学出て 
るんですよ。母に聞くと戦争終わったら 
お前と二人で京都で和菓子屋やりたい、 
て事を言ってたらしい。だからそれ聞い 
て、絵心が無い訳じゃねえなあ(笑)、 

と思って。和菓子ってほら、形作ったり 
という意味でね(笑)。いやあのね、僕 
が母にすごく興味持ってるのは、サィン 
会とかで大阪地区行くと、今でも「お母 
様の結婚式のときの写真持ってます」っ 
ていう人がいるの。自分の親が何か関係 
があるんだね。で、何で関係あるのか判 
らなくて。そうしたら、千葉県史に出て 
くるのね、母親の方は。 I 地方の豪族み 
たいなものですね。で、母が言うには林 
家はもう少し格が低い' って(笑)。格 
が低いのにお見合いでおじいちゃんが 
I 緒にさせた、って。 

-お母さんのご実家の方は戦後痛 

手というか、戦前と戦後ではずいぶん変 


わられたんですか。 

林 母方の方は、おじいちゃんが弁護 
士だったから、弁護するための費用で土 
地をどんどん切り壳りしてったから。 

-弁護のために。 

林 ええ、貧しい人は弁護費用を出せ 
ないでしよう。それで財産潰したと、母 
は言ってますよ。まぁ母も親の台所事情 
など、 あまり 知らなかつたんじやないで 
すか。母の兄弟は〇〇家のお坊ちゃん、 
お嬢さんだから。祖父母が終戦時に死ん 
で財産を調べたら、なんにも無かった、 
ということでしよう。 

-じゃあ本当に戦前戦後でガラッ 

と変わっちやったんですね。 

林 そうそう。だから母なんか引き揚 
げて来て、財産あると思ってたんじやな 
いかな(笑)。 
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響響 
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-小学校の頃に絵を習ってる時は 

言われる ままに やつていた、 という か 

〇 

林 いや、あのね' 小学校|_|年の 
頃ってそういう図画工作って何にもや 
らなかったのね。夏休みの宿題とか何に 
もやらなかったの。それ見て母が I 生懸 
命やるのよ。で、それ賞取っちゃうの 
(笑)。 

-(爆笑) 

林 ひどい時にはね、「切り絵」って 
あるでしよ、切り紙でこうやって、それ 
を色紙の上に乗っけて物語を作った紙 
芝居みたいなのを作るわけね、でそれ持 

つてつたら凄い、つて金賞世貝つちやつた 

(笑)。 

-それ普通親がやったって思いま 

すよねえ(笑)。 

林 思うよなあ(笑)、で、先生が教 
室でそれやれ、って言うわけ。出来る訳 
ないよねえ(笑)。…でもそれで面白い 
のはプラィドが出来ちゃうのね。俺はあ 
のレベルをやらなきやならないんだ、つ 
て。あれは苦しかったなあ(笑)。 

-後戻り出来なくなちゃった。 

林 そうそう(笑)。|時はノィロー 
ゼになりましたよ、 なんて (笑)。 

-(笑)…そうすると本格的に絵に 

興味を持たれたのは…。 

林 絵というより漫画ですよ。漫画は 
小学校から中学校の頃に…あ、作品集に 
載ってるけどね。(南)伸坊が「いいね 
いいね」つって言ってた。「こういう漫 
画を今描いた方が面白い」って(笑)。 
中学三年の時にね、何百毎描いたかな 
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■絵本 r おるすにしつれいいたします J 
(講談社刊•文/森山京) 


-本当に「漫画少年」だったんです 

ね。 

林 そうそうそう。 

-いやでもこれ凄いなあ。今でもあ 

るんですか。 

沐 うんどつかしまつ て あると思う 
よ。紐でこう括って(笑)。二冊描いた 
のね、長編は。 

-パッと 見る と 手塚 治 虫という 感 

じですね。 

林 そうそう、やっぱり手塚さんだよ 
ね。東浦美津夫とね。あ、そうそう、そ 
れで小学館に東浦美津夫を復刻しろ、っ 
て言ったの。東浦美津夫の舞子さんって 
可愛いんだから(笑)。あの頃の漫画で 
特徴的なのは手塚さんも東浦さんもそ 
うなんだけど、こういう風に袴があって 











足がこう出てて…こういう親指を描か 
なかった？ 

-ああ、ああ。白土さんも最初はこ 

うでしたよね。 

体 白土さんもそうだった？あれが 
異様に気になってね(笑) 

-その親指が(笑)。 

林 そう(笑)。それでね、クラスの 
子が手塚治虫さんの原画をお父さんが 
世貝ってきた、てんで見せて貰ったの。そ 
したら綺麗なんだよね、線がこうスラ 
ツ 、として。 「おおつ！」 という感じで。 

-それ見て真似をしたりと か。 

林 そう(笑)。で、近所の子集めて 
漫画の週刊誌を作ったの。 
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林静 


■母は「芸術家」ですよ 

-それから中学を出て…。 

林 うん、高校行かなかったからね。 
もう中学三年の時から母は完全に駄目 
だったからね。小学六年頃から駄目だっ 
たかな。やっぱり「お嬢さん」だから駄 
目なんだよね。現実にヴァイタリテイが 
n …だ.^ら 、オノ •ョーコみたいなお壤 
さんだったら良かったんだよ。箱入り娘 
だから。それでプライドがあるでしよ。 
女の人って大変だと思うね。男の人以上 
に。女の人って自分をちゃんと持ってな 
いと生きて行くの大変だと思う。 

-それで動こう、という事でアニメ 

—シヨンの 方(東映動画)へ… 







木 そう。 もう 駄目 だからね。六年の 
時に、修善寺に林家の方に親戚があっ 
て、温泉だから湯治するって行っ たんで 
すけど、母は ほとんど 現実から逃避する 
という か、… しよ っち ゆう 鏡見て泣いて 
ましたよ ね。 

-この作品集( 72 年•青林堂刊「林 

静一作品集 J ) のヵラ—の作品(花に棲 
む)はお母さんの事を描かれてるんです 
よね。 

沐 うん、あれはもう 私小説ね。 

-林さんは「駄目だ」と言いつつも 

やはりお母さんは興味ある対象、です 
か0 

林 いや負けたな、と思ったね。この 
人は芸術家だな、と。それがいいのか悪 
いのか判らないけど、一人だったらブラ 
イドがあるから芸術家だ何だ、てなっち 

やうけど、この人がいるから . 。 

-勝てない、と。 

林 そうそう。この人は芸術家た 
と。書をやってても何してても「食べる」 
って事考えて無いわけでしよ。ほとんど 
考えてないもんね(笑)。 

_で、アニメ—夕—になつたという 

のは…。 

林 デザイン学校を卒業したけど就 
戠 口がなくて、たまたま新聞に 東 映 動画 
のアニメ—ター募集記事が載っていて 
受けたわけです。でも子供の頃からデイ 
ズ ニ—映画だけは一本ももらさず見せ 
たんだろうかって、ず I っと不思議たっ 
たんです よ。 それが ある日、 母が言った 
1^ 言葉で謎が解けた。それは、ウォルト. 
_ デイズ ニ—が母の おじ いちやんに似て 
る、という わけ。写真見せてもらつたら 


まあ口髭 生やしてね、でもスキ—やって 
ると こでロングだから分からないわけ 
よね。 で、こないだ叔父さんと呑んだ時 
に 「ウォルト •デイ ズニー に似てるの？」 
つて聞いたら、「いや あ デイ ズニ— とい 
うよりは笠智衆だな」って(笑)。 

-当時デイズニ—というと、僕らの 

頃は TV で「デイズニ—劇場」ってやっ 
てたけど、映画ですよね。 

林 うん、「バンビ」が武蔵野館でや 
ってて、今は中入っちゃってるけど昔は 
|軒 ド—ン とね、あそこに 僕が朝一番で 
並んで、 結局見れたの最終ですよ。それ 
で今度中入っても人が一杯で見れない 
んだよ。母はこう僕を抱き抱えて見せよ 
うとす るんだけど、女の力じや持ち上が 
んないでしよ。「子供が います！ 見せて 
ください！」 って、俺もう恥ずかしくつ 

て(笑)。 ▲ 

-でもお母さん本当にいいお母さ 

んですよねえ。 

林 結局 アニメ — シ ョン 行った、ての 
もそう なんだよね、デイズ ニ— の映画だ 
けはきちんと 全部母が見せたもんね。 

-あの頃デイズニーの映画ってい 

うとやっぱり驚異的なものでしたよね。 
子供が見たら本当にねえ。…で、そうい 
うのが漫画の中(「まっかっかロック」) 
に出て くる デイズニーの… 

林 そうなんだよ無意識に出てきち 
ゃうんだよね。 

-あれ無意識ですか？(笑) 

林 犯されてるよね、デイズニーに 

ヅ^0 a 

■十二社「星アバ—卜」 

-結婚されたのは… 













林 二十…七かな。 

-その時はお母さんも I 緒に住ま 

れたんですか。 

林 うん、最初は別々だったんです 
よ。 という か、もしかしたら一人にした 
ら大丈夫なんじやないか、って思ったん 
です よ。 この人はね。 段々ベタ—ッとし 
てく るで しよ。 むしろボン、と突き放し 
たら 一人で生きて行く人なのかも知れ 
ない、って。で(赤瀬川)原平さんなん 
かも知ってるけど、 I 時離れて暮らした 
ことがあるのね。十二社にある「星アバ 
I 卜」 ってと ころに、つげさんの後に入睡 
ったんですよね。つげさんのところへ奧『 
さんのマキさんが来てて。行くと、つげ 、、I 
さんが「居るんだよ」って(笑)。 

-林さんはそこでは一人で。 

林 うん、あそこを紹介したのが石子 
(順造)さんなんだよね、評論家の。あ 
そこのアバートの奥さんは凄くいい大 
家さんで、いや、悪い人かね(笑)、女 
の人入れたがらないの(笑)。男の独身 
を居れたがるの。つげさんも最初は独身 
だったから良かったんだけど、マキさん 
が入ってきたんで(笑)。…何でいいか、 
っていうと僕がいない間に部屋に入っ 
て洗濯物持ってって洗濯しちやうの、下 
で。 

-ええ一っ？いくつくらいの人だ 

ったんですか。 

林 いや結構な年だったんじやない 
かな。 

-未亡人。 

林 いや旦那が居たよちゃんと 
(笑)。でも若い子しか入れたがらない 
7)へ笑)。ダ—ツ、と。 




-ハ—レムみたい(笑)林さんも 

てたんでしようね。 

林 もてないもてない(笑)。てね 
母は I 人で大丈夫だな、って思ってた 
ら、お袋毎日その大家さんに電話入れて 
たんだって。で大家さんが「あなたね、 
息子さんもいい年なんだから」って、あ 
なたも自分をなんたらこうたら、つて毎 
日喧嘩してたんだって(笑)。そういう 
話を石子さんとしてたらね、石子さんが 
「つげはねえ」って話になって(笑)、 
つげさんのフアンが電話すると皆大家 
さんが断るわけ。「つげは今外出してま 
す」って(笑)。下で切り替えになって 
るんですよ、電話が。で各部屋に行くよ 
、っに なってるのね。 

8 -つげさんもてたんですねえ。 

杯 そう。だからマキさんが強行突表 
破、というか住んじやった、というのは 
正解だったね。だって電話なんてしなく 
ても直接部屋入っちゃえばねえ(笑)。 

-なるほど…。その建物はもうない 

ですよねえ。 

林 うん…僕が七十年代の初めに紀 
伊國屋で個展をやった時に来て下さっ 
て、「まあまあこんなとこで個展を開か 
れるほどお偉くなって」って頭さげてた 
(笑)。そしてその後七十五年頃そろそ 
ろこのアバ—卜も古くなったから立て 
替えたいと思うんだけど、どういうのが 
いいか、って電話がかかってきたの。僕 
は十畳くらいの板敷きのフロアで絵が 
描けるようなところがいい、つて言った 
らね、「そしたらあなた戻つてきてくれ 
る？」って言うの(笑)。あそこ訪ねて 
みたいですねえ。 







林静一の絵を感心して見ていた二十数年前 
佐々木マキ 

もう四半世紀前になるんだね、林静一 のは、静かな戦慄を覚えさせる見事なラ 
さんの作品が「ガ ロ」 に登場してから。ストだった。 

うまい人がいるもんだと思ったよ。ま 林さんのマンガといえば例の < 挿入 
ず絵がうまい。それまでも絵のうまいマ 歌 V 、あれもうまかったなあ。ああいう 
ンガ家は沢山いたけれど、彼らは既成の 感覚は、それまでのマンガには全くなか 
流儀というかスタイル、それに則った上 ったものだからね。林静一という人が< 
でのうまさであってね。林さんの場合 どこか違う世界>からマンガの世界へ 
は、全く違う、誰とも似ていない突然変 やって来た人だということがよく解る 
異的な(そのくせ妙に懐かしい)絵で ね。『まっかっかロック J で、デル•シ 
ね、実にうまいんだ。 ャノンの「悲しき街角」の鳴り響くコマ 

江戸浮世絵、大正抒情画からアメリカ なんか忘れられないな。 

ン•コミックス、アンリ•ルッソー(い 林さんとぼくは同時に「ガロ」に出て 
やポール*アイヴイスかな)まで取り込 きたものだから、初めのうちは二人こみ 
んで、見事に独特な自分のスタイルを創 でマスコミに取り上げられることが、た 
りあげているのだから、たいしたもの まにあったんだよ。<解らないマンガ> 
だ。器用で勉強家、ということもあるの とかいわれて。 

だろうけれど、やはり抜群の絵のうまさ ぼくのマンガはむちやくちやだけど、 
があればこそだな。 林さんのは、ご存知のように、決して解 

ぼくなんか、同時期にマンガを描いて らないマンガではない。ただ、イメージ 
いて敵わないなと思ったことの一つに、 の提出の仕方やコマとコマとの繫がり 
空間の扱いのうまさがあるね。描き込む が、斬新で独特なだけで。見る方もセン 
ところは、とても丁寧に描き込むかと思 スを要求される、そういうマンガだった 
うと、ポーンと何も描かない白地を残 んだね。 

す。このバランス感覚が絶妙なんです 二人こみで話題になったからといっ 
よ。めりはりが利いてて。特にスミベタ て、ぼくは林さんをライヴアルと思った 
の部分との対比において、この白地が実 ことは一度もないですよ。林さんもそう 
に絶妙なんだな。 考えてなかったと思うな。ビールとワイ 

その頃のぼくは、コマの中に空地があ ンぐらい違ってたからね。ビールがワイ 
る限りそこに何かを描き込まないでい ンに劣等感を抱いたり、スブーンがフォ 
られない空間恐怖症だったから(それは ークに優越感を持ったりするのは愚か 
それでおもしろい効果が出ていたと自 しいことだよ。でも、林さんが描き続け 
負しているけれど)林さんの何も描かな てくれてたのが、飽きっぽいぼくにとっ 
い空間は驚異だったな。たとえば『花ち ては、ずいぶん励みになったのは確か 
る町 J の最終べージ、背景の一切ない空 だ。 

間に人物たちだけが<浮かんでいる V 


-そこ行きましよう(笑)。そこに -これからは僕らの時代だ、なんて 

はいくつくらいまでいらしたんですか。 言われてるんですよね。で、けっこう当 
林 結婚するまでだから…二十六ま 時佐々木マキさんと林さんて当時ペア 
でかな。だから二年くらいかな、母と離 で見られたような…。あの頃まだ「ガ ロ」 

れてたのは。 で「カムイ伝」連載してるんですもん 

■「裏なんかなかった」 ね。 

-非常に大雑把な話ですけど、林さ 林 そうそう。だからけっこうポロク 

んは当時…学生運動とか華々しき頃で ソにに言われてるでしよ。「あいつらの 
すけど、左翼的な意識とかはあったんで をやめさせろ」とかね(笑)。だから京 
すか。 都での講演か何かで、マキさんと僕と勝 
体 それはなかったよね。(佐々木) 又さんと居て…勝又さんはいいのよ、い 
マキさんとの 対談で も 割りと… ただ今 い子いい 子、 ってされて (笑)。 あいつ . 
以上に左翼的な考えは世の中に充満し は白土さんの弟子みたいな感じでいた 
てたよね。だから元気なんだよね。「反 よ。弟子じやないのに(笑)。それでシ 
抗するのが元気」ね。 力卜されちやうの、僕とかマキさんは。 

-当時、新聞なんかには『ガロ」も で、勝又さんに白土さんは今どうしてま 

「代々木系」に好まれた、なんて書いて すか、とか質問が行くわけ。京都書院の 
あるんですよね。 テイ—チ•インなんかでね。でマキさん 
林 そうそう、白土さんがそうでし のフアンなんかは隅の方に居るんだよ^ 
よ。だから業なんかもビクビクしてたの ね。で「もう時間がありませんからそろ 
は、夢に見たんだけど、千駄ヶ谷の銀杏 そろ終りにしたいと思います」て京都書 
並木のところを歩いてると赤い旗立て 院の人が言うと、今まで我慢してたのが 
たトラックが止まるんだよね。で皆戦闘 「ハイ」なんて手を挙げて「マキさんは 
服着てて、「お前は——」なんて言われ ああいう漫画描いてますけど、マキさん 
るんだよね(笑)。で、何かアバートみ の彼女ってああいう顔してるんですか」 
たいなところへ連れていかれるのよ、こ なんてさあ(笑)、下らない質問する訳 
んな細い階段あがって。それで明りをバ よね(笑)。そうするとさあ、前の方に 
ッ、と当てられて「お前はこんな漫画描 陣取ってるそういう思想的な事を問わ 
いていいのか！」なんてね。夢よ、これ なければいけない、って奴らがくっだら 
は(笑)。 ねえ質問しやがって、て顔するわけよ 
^^当時佐々木マキさんが新聞でイ (笑)。 

ンタビユ—されてるのを読むと、白土三 -そういう意味じやその辺から嵐 

平さんの作品はあれはもう前の時代で 山さんなんかが登場するあたりから 
終わったんだ、と。 大々的に反響ってのを誌面に展開しち 
林 あいつそんな事言ってんのね やいますけど…。ありきたりな言い方な 
(笑)。 んですけど、当時例えば学生運動、全学 









連もそうだけどファッションの I 部だ 
った、 という 言い方がありますよね。例 
えばスロ—ガン見てても右も左もない 
スロ—ガンですよね。で皆東映ヤクザ路 
線の映画とか見ててねえ。 

林 うん、だからそうなんだよね。も 
う I 回きちんと見直すとすごく変な。 

-変ですよねえ。だからそういう中 

でああいう漫画描いてるという事はか 
なり勇気のいる事ですよね。あんなバタ 
臭いリベラルな漫画をねえ。 じゃあ 実際 
はその頃はそういう左翼的な思想とい 
うか雰囲気というか、そういうものに浮 
かれてた人からは支持されなかった。 

林 そうだよね。でも全学連なんかで 
もポスタ—書いてくれ、なんてのもあっ 
たから同世代的な「感覚」ってのはあっ 
たんだろうね。だからマキさんたちなん 
かはシラケっていうのでもないんだけ 
ど、マジにならないで、 こ、っワ I ワ I や 
る、というか。 

-そう ムキにならないで、 というよ 

うな。 

林 そうそうそう。 

-「ガロ曼陀羅 j ( TBS ブリタニ 

力刊•ガロマニア必見の著)でも書いて 
ましたよね、ガロに描き出したとたんに 
マスコミに引っ張り出されて当時の若 
者の代表みたいになっちゃった、と。 

林 もう今流行になった人と同じで 
すよ。どこで生まれて何でどうで、 こう 
いう現象についてどう思いますか、今世 
の中こういうあれですけどあなたのは 
ちよつ と違いますね、そういうのはどう 
思いますか、って。 

-その時林さんが描いてた作品で 
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てたね。僕も見てたんだけどね、「ヤァ 
ヤァヤァ J 「ヘルプ！」 とかね。「ヘル 
プ！ j はリチャ I ド•レスタ—だから面 
白いし。でもそれはビ I トルズだから面 
白いんじやなくてね、マキはそうだつた 
けど。リチヤード•レスタ—つていう監 
督が面白くてね。ナンセンスつていうか 
ああいう作り方が。それは七十年代の後 
半に若者が『モンティ•パイソン」が面 
白い、つて言うのと同じなんだよね。要 
するに無意味でナンセンスなギャグを 
やる、つていうね(笑)。 


も、裏があるものじやないですよね。 

林 無いよね。 

-それでもどんどん深読みします 

よね、回りは。 

林 今の方が深読みす るん じやない。 
昔の見て。「あ、 そう 繫が るか」 とかね。 

-むしろ当時、いろいろな理屈こね 

て思想めいた事を言つてる連中に対し 
て、裏なんかお前らにも無いだろう、時 
代に裏なんか無いんだ、というのを作品 
を通して描かれていた、というか。 

林 マキなんかはそうだよね。僕なん 
かはどつちかというと、逆にあの当時は 
深読みする対象じやない、というか、白 
土さんなんかだと I 生懸命読んで評論 
書いていいけど、こいつらのは書いたつ 
てしようがないよ、つていうね(笑 )0 

-その頃は音楽的にはビ—トルズ。 

マキさんはもろ、ですけど。 

林 うんマキさんなんかはそう言つ 



■思潮社 r 現代特手帖 J 1970年2月号 

■石子さんは「へリ n プタ IJ 

-当時よくつるんでらしたのは…。 

林 上野さん、石子さんとはよく遊ん 


-理屈っぽい人たちと(笑)。 

林 そうね(笑)。石子さんなんか朝 
から晩まで理屈言つてんのよ(笑)。凄 
く憶えてるのは青林堂に遠山さんつて 


女の子がいてね、で彼女と二人で喫茶店 
で…誰待ってたんだろ、やっぱりガロ系 
の人待ってたんだな。で二人でセックス 
の話してたんだ。そこへ石子さんが入っ 
てきてね、ドカッて座って二人が話して 
るのを聞いてね…セツクスって言って 
も僕らが話してるのは男と女の話をし 
てたわけ。性でも女の問題とか、社会的 
にこうだとかね。そしたら石子さんが 
「お前ら馬鹿だな、セックスってのは 
(頭を指差して)ここだよ、ここでする 
もんだ」って(笑)言うからさ。違う話 
してるのに(笑)。 

^-性でも「ジェンダ—」の方の話な 

のに(笑)。 

林 そう(笑)。「ここだよ」って。東 
大卒ってのにすごい軽蔑されて(笑)。 
「えっ？判らない？性ってのはここな 
の」って、あれがもう印象的なの 
(笑)。 

-理論派の人だったんだ。 

林 僕は…合理的な人だと思ったけ 
どなあ。だから赤瀬川さんたちは石子さ 
んたちの論理はヘリコブタ—主義だ、っ 
て。そしたら赤ちゃんのやってる事は、 
路上観察なんか今でもやってるけど、石 
子さんもそういうとこはうまくてね、パ 
ッ、とその人の「タチ」っていうかね、 
運動の本質を見抜くんだよね。だから 
「原平たちのやってる事はうじうじう 
じうじ麓から頂上まで路地歩きながら 
あ、これ面白いこれも面白いなんてね、 
頂上行きたいんだろ？だったら俺たち 
はへリコプターで上行く」って言うの 
(笑)。そうしたら原平さんは「そうじ 
ゃなくて うろうろ するのが面白い」って 
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(笑)。だから石子さんの著書にね、つ 
げさんやいろんな人が石子さんの似顔 
絵を描いたのね、そしたら原平さんのは 
石子さんの歯が、イヤミみたいにグーッ 
と出てて、その頭にヘリコブタ—のあれ 
がついてるわけ(笑)。石子さん「こり 
ゃあないよなあ〜、いくら何でも」って 

(笑)。 

■ひっくり返った男と女 

—先程からの話で、林さんというと 
例えばお母さんからは人生の上で、作品 
でもモチーフも女性が圧倒的ですし、や 
まり「女生」というものから多大な影響 
を受けてられますよね。 

林 いや これはね、 もうちよっと 年取 
ってから やろうと 思ってるんだけど、男 
と女がひっくり返っているのは森進一 
と、 ク—ルファ イブ もひっくり返ってる 
ん だけどね、歌謡曲で いうと 六十年代後 
半と 七十年代、あそこしかないのよね。 
あの前も後もき ちんと 戻るのよ。男は男 
の歌を唄うし、女は女の歌を唄う。で 
も、あそこの時期はひっくり返る。 
—男が「わたし…」と唄う。 

林 そう、 森進一が。 

_その歌を作ってるのがまた男な 

んですよね。 

林 そうね。で、なぜあそこでひっく 
り返ったか、というのが日本でね、ちよ 
っと 興味深い事でもあるんだよね。だ力 
ら歌謡史でもあるんだけど、もうちよっ 
と…ね。だから過渡期なんだよね。映画 
も皆そうなんだけど、「弱い女性」つて 
事に荷担していく部分がすごく多い時 
期なのね。今は「荷担しよう」にも「荷 


(笑)、男性にはね。 

—(笑)六十…何年くらいですか 
ね。 

林 森進一が出たのが青江美奈と同 
じで、「恍惚のブル—ス」が…僕が二十 
歳の頃じやないかな。 

—というと 六十五年頃。ちようど高 
度経済成長に入った頃(笑)から反対に 
なり 始める訳ですか。 

沐 そうね。ひっくり返るのね、森進 
一が出て来て。 

—「夜のヒットスタジオ」 が始まっ 
た頃かな。 

林 うん。で、森進一の声ってアダモ 
に近いんだよね。中性的な。 

—初めは「悪声だ」って言われたん 
ですよね。 

林 そうそう。でも、その後ダダタダ_ 
ッ、と スタ—になってつたでしよ。で、 
唄ってるのは女の歌なんだよね。 

—それに対して林さんはこだわり 
がある、という。 

木 「何であそこでひっくり返ったん 
だろう」っていうね。 

—林さんなりのお考えではどうい 
う理由だと思いますか。 

ネ いろいろ考えられるけど、森進一 
が出てきた時代に言われてたのが、大正 
時代に似ているって、時代状況が。確 
か、テルアビブ空港で捕まった岡本某が 
警察の調べに対して、大正時代のテロリ 
ストの 名前を出していたんだよね。僕も 
『紅犯花」で、昭和歌謡から大正の童謡 
まで遡って描くんだけど、大正、あの時 
代に有るんだ。男と女がクロスする状況 
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も女でも無い感覚が。それがもう I 度、 
戦後になって繰り返されたって事です。 
それが何かと言えば、女性からの波とい 
うか、女性の意識革命の動きがあった事 
は間違いないし、戦後アメリカン•デモ 
クラシ— で、江戸から明治に至る動きと 
似た状況が あったと 考えれば、その次に 
来るのが大正と似た状況だよね。だか 
ら、明治、大正、昭和ってのは、日本人 
の近代化のパタ—ンだと言えるのかも 
知れないね。平成は、何だろうね。 

-歌謡曲は随分聞き込まれたんで 

すね。1 カロ」 の林さんの特集号(七〇 
年二月増刊号)でも、高野(慎三)さん 
のィンタビュ—で「好きな歌謡曲を挙げ 
てよ」って 言われたらズラズ ラ〜 ッ、と 
曲名が出てきてましたよね。 

林 そうそう。あの頃は、歌謡曲から 
入ってったところがあるよね。やっぱり 
ビ—トルズがいくら— • M y • M e で唄 
おうと、ちよっと違うんだよね。届かな 
いんだよね。ところが歌謡曲だと届いて 
くれるというか、「ここが痒い〜」(笑) 
ってところにね。そういう詩がぞろぞろ 
出て くるわけよ。あの頃の詩ってどこか 
変なんだよね。山口洋子でも「ああ堕ち 
てく わたし」とかね(笑)。おかしいよ 
これ、って。目茶苦茶なの(笑)。その 
目茶苦茶を支持したりしてね。山本リン 
ダが「どうにもとまらない」って出てき 
たりね(笑)。「ああ、コレ凄い！」とか 
言って。あの頃やっぱり破天荒だよね、 
ああいう踊りにしても。 

-「逆転」 という 事だと、井上陽水 

とかそうですよね。 

林 「私の愛した人は」とか言うんだ 
















R 気の ある ベタ 

僕が 最初にガロを初めて知った時そ 
まで見ていたマンガと全然違うと思 
たのは作品のテーマもだけど何より 
【が違う と思った。それを作家で言えば 
:静一さんと佐々木マキさんです。気鞋 
一 「さん」なんて書くのはちよつとマズ 
•と思うくらい今でも強烈にあこがれ 
、る。ガロを知ってそれからは当然ガロ 
冗見ながらマネして自分も描くように 
W ったけど僕は専ら佐々木マキさんの 
P ネをしていた。林静一さんの絵はマネ 
しようと 思つても出来ないくらい自分 
3実力とは差があつたからだ。無論佐々 
不マキさんもとてもマネしようにも出 


れてたけど絵の雰囲気とゆうか、そおゆ 
うものがまだ自分で佐々木マキさんの 
世界に近いと思ったのでそうしたた H 
だった。 

「巨大な魚」や「赤とんぼ」ですごく 
ぶっ 伐んだ。それとやっぱり「赤色エレ 
ジー」 を1ぺ ー ジ10分くらいかけてシゲ 
シゲと 見つめながら読んだ。僕が 一番す 
ご i なあと思ったのは陰の使いかたた 
った。その独特のリアリティ！かテーマ 
を雄弁に語って単行本で 一冊 読み終え 
た時は玉手箱みたいに 一、 二 年過ぎたよ 
うな 気がした。 CM での細い線を使つ た 
女の人 もすごくリアルなきれいさを 持 


I- - - 

ひさう ちみちお 

けど 僕はやっぱり大胆に黒くぬり潰さ 
れた陰が好きだ。だから時々は真似て、 
陰で アビー ル出来るような絵を描こう 
としたこと もあったけれどこれはもの 
すごく勇気の要ることだと思う。僕は何 
か資料の写真がある時でないと大胆に 
バ彳ッとぬり潰すことが出来ない。陰の 
使いかたがちゃんと分ってないから自 
言がないのだろう。林静一さんの絵を見 
るた びに僕は自分なんかもっともっと 
いろんな絵や写真や現実を見て勉強(自 
分こ刺激を与えるために)しなければ V 
ナないなあと思うのだがやっぱりなま 
けてしまう。マーこのへんが自分のウツ 
ci ちりますが。 


_もう|度「青い山脈」に戻された 

んですね。 

木 そう。 で、森進一が届かない部分 
というのはフォ —クの方に流れてくん 
だよ ね、吉田拓郎とか、「浴衣の君はす 
すきのかん ざし」 とかね。他にも ほら、 
手紙に涙の染みが ついて たら「わかって 
下さい」 (笑)とかね。それでも、っほと 
んどさだまさしの 「精霊流し」に行くで 
しよ。 だからフォ 1 クが「歌謡曲」なん 
だよ ね。 

_そうか、 だから 今「歌謡曲が駄目 

になつ た」 とか言われてますけど、そう 
じ やなくて、今流行つている「ロック」 
が「歌謡曲」なんですよね。詩なんかみ 
て も。あれも 演歌なんですよ。 

沐 そうなんだよ ね。 

-演奏形態が「バンド」つて形取つ 

C まど、今流行つてるものの唄って 


る 内容なんて「演歌」ですよね。だから 
全然「歌謡曲」は駄目になんかなってな 
、〇 

沐 そうだよね。 

_昔の「アリス」から、今流行って 

る「チャゲアス」なんかもあれ演歌です 
よねえ。 

沐 そうそう (笑)。確かにね、あが 
た 森魚が出てきた時ね、『赤色エレジー」 
で。あの時「あれはフォークじやなし 
演歌だ」っていう論争があったのよ 

(笑)。 彳 
_ _岡 林信康も 「自分の歌は演歌た」 

って、自分で言っちゃってる(笑)。 

林そう(笑)、そうだよねえ、あれ。 

_「フオ—クの神様」つて言われて 

るのに 自分で「演歌だ」 つて 言つちゃつ 
てるの (笑)。その生きた臨床例(笑) 

つ r7) ゲ掘内孝雄(笑)。あの人なんか 


今演歌歌手の「ドル箱」になっちゃって 
るんだから。だから谷村新司も、元「ア 
リス - の二人はもぅ完全な演歌歌手ね。 
東南アジアで大ゥケしちやってるの 
(笑)。 東南アジア旅行すると、どこ行 
っても 「" TI 昂 J 唄ってくれ」って言われ 
るんだよね(笑)。サビのとこしか憶え 
てないからちやんと憶えとけば良かっ 
た、と思って(笑)。 

林(笑)でもね、今「サビ」って言 
ったけど、カラオケでキックなってくる 
でしよ、 若い人の歌が。で演歌なら楽勝 
かな、と思ったら結構難しいんだよね 
(笑)。サビのところなんか。感情入れ 
ないといかないから。…演歌はよく 
「女々しい」 とか言われる けど、 八代亜 
紀なんかの「涙の雨が降る」つて詩があ 
るで しよ、 あれなんかほとんどシュ—ル 
リアリズムの 世界だよね(笑)。「涙の雨」 


なんてさ、凄いじゃない。だからあの頃 
はそういうのを面白がってたんだよね、 
きっと。 

_八代亜紀はいいですよね。 

沐 都はるみなんかはさ、皆でワ—ッ 
と行って紙テ—プなんか投げて見ても 
いいんだけどさ、八代亜紀は一人で行っ 
てね(笑)、「ヤシロ—ッ」なんてやって 
みたいよね(笑)。 

_ 孤 虫な 1111> {距離ト ラックの 運転手 

が後ろに貼るポスタ—で一番多いのが 
A 代亜紀だってよく言われましたもん 
ね。… 林さんはやつぱり歌というとメロ 
ディ—よりも 「詩」が来るんですか 
林 う一ん…、そうだね、詩が面白い 
よね。全部言葉ですよね、戻るとね。メ 
ロディ—を一生懸命追いかけてる人も 
若手でいるけど、僕は詩がスッ、と入っ 
てくるからね。 
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今は亡き、画家でもあった店主•五味氏 





若き芸術家たち力 <こよなく愛した喫茶店『青蛾 j 。 


女の怖さ、ね(笑)。 

—例えばお母さんに対して、可愛く 
見えたりとか、そいう事はあるんです 
か。 

林いやもう小学六年くらいから母 
親がああいう風になって…だからもう 
自分の子供だと思ってる。母親を。なん 
でも相談されちやうし。安岡章太郎か 
な、あの小説の母親に近いわけ。父親に 
すがらないで息子にすがってくるわけ。 
いろいろ人生の問題とか。息子は本当は 
自分の次の人生生きてかなきやならな 
いのに、いろいろ言つてくる。そういう 
立場に押し上げられてしまう。僕に兄弟 
がいたらそういう役目は分散されるん 
だろうけど、色んな役をやらなくちやな 
らない、一人で。それはもう大変ですよ 
ね。 

—女性は男に何を求めるか、逆に男 
は女性に何を求めるかなどいろいろ難 

しいですが . (ひとしきり I 同男女 

観 •セックス 観 いろいろと 盛り上がる) 
……男と 女、 という 関係の話ですけれど 
も、例えば「男女の関係」 (笑) です ね、 
さつきからいろいろと 同席者一同 かま 
びすしいですが(笑)、 I 回 セックスし 
てしまえば、後は別にそれをする事に関 
しては全く執着が無い、 という 人もいま 
すね。もちろん 行為 そのもの (笑) が好 
きな 場合 もあります が。 

林…業はやっぱりシチ ユエ— ショ 
ンが好きなんだよね。 

—そこまでが楽しい事ですが、そこ 
から後のシチユエーションも好きなん 
でしようか(笑)、「グッピ IL - なんか見 


林(笑)いやあ、でも、その相手 
可愛く 女性でしよ。女性がズブズブ、ズブズブ 
んです 入って行くからでしよ。深く。女の人が 
深みに入っていくんだと思うな あ。 

か J 母 - まあ 男で もそういう 女性的な A 

らもう もいますしね (笑)。 

て。なん 林 髪伸ばしたり？(笑) 

太郎か ■『劇画ブ|ム』去リし後… 

父親に -漫画から始めてイラストレ—シ 

るわけ。 ョン、絵画の方へ行かれたというのは意 
$本当は 図的にされたんですか。 

，ならな 林 いやそうでも無いんですよね。や 
^ういう っばり劇画ブームがあって、七二年くら 
味に兄弟 いに朝日新聞が=1もう劇画ブ—ムは終わ 
」 れるん った 」 ってでかく取り上げたでしよ、そ 
、ちゃな れを水木さんが見て「新聞社が漫画家の 
:夂ですよ 仕事を無くすんだ」って激怒した事があ 
るんだけれども、それほど劇画ブ—ムが 
、逆に男 始まるとその終焉というものはかなり 
っいろ難 新聞社としては意識的にね、かなり上層 
|同男女 部でも|週間ぐらい協議したんでしよ。 
.上がる) |般の新聞社がね、考えられないけど 
3けれど ね、今漫画で「何とかブ—ムは去った」 
-ですね、なんてやらないと思うんだよね。だから 
|同かま ちようどそういう流れがあって、僕自身 
ックスし も|年くらい全然仕事来な力った事あ 
る事に関 ったもんね。武田鉄矢が(海援隊)ブ— 
人もいま ムが去って全く仕事無くなったみたい 
:笑)が好 に(笑)。スバ—ン、て無くなるのね。 

- その頃はでもかなり漫画家とし 

エ— ショ ても油がのってた時なのに…。 

林 うん、で、 まあ 『夜行」に描いて 
'か、そこ て…。でも=11夜行」の原稿料だけじゃ食 
好きなん ベていけないでしよ、まして結婚してた 

なんか見 し長女も生まれてたしね。一年間全く無 
. -〇 _.，し*、、. t \ _ 一 uL-sW 二 lEnD 垂匕専 


i あつた当時のラン 

















報堂からロッテの小梅とキリンのシリ 
—ズを やりません か、という話が来たん 
だよね。だから両方ボン、と仕事始めら 
れた。ただその時その前に紀伊國屋画廊 
で個展やって新人賞を取ってたでしよ 
う、だから画家の方に片足かけてたの 
ね。それで画廊がきて「専慝にならない 
か」という話もあったけど、例えば青木 
画廊は月四十万で、給料制になるんです 
よ。絵やらデッサンを全部画廊が持って 
ってね。ただ他には I 切描けないし。だ 
から唯一羅針盤が あると したら、自由に 
興味がある時に興味ある対象に飛び移 
れ るよう な場所にいて、売れててなおか 
つ自分の表現が出来る場所、っていう探 
し方だよね(笑)。 

-絵とイラストレ—ションの表現 

としての労力の違いってありますか。 
林いやあそれは…同じだよね 
(笑)。だって僕は 「 PH …」描いてて 
「楽だ」と思ったもん(笑)。 

-へえ…。イラストを描いてる段階 

で、「あ、これは漫画にしたかったな」 
というものとか、その逆で漫画の| こま 
でこれは I つのタブロ—として完成さ 
せたいな、とかそういう瞬間って ありま 
す？ 

林 うん、これは…つげさんもそうだ 
し、滝田さんもそうだと思うし、それか 
らマキさんもそうだろうと思うんだけ 
れども、どこか「一枚絵」だと思うんだ 
よね。永島慎二さんも同じだと思うんだ 
けど、要するに漫画に対してどこに拘つ 
てるか、というところがね。水木さんで 
もそうでしよ、あの|枚の藁葺き屋根の 
ペン画なんかもあれ木版画にしたらそ 


れで作品になっちゃう、という。だから 
そういう漫画の志向性っていうか、キャ 
ラクタ—志向じゃないんだよね。やっぱ 
り絵画志向だろうね。じゃあ I 点描きゃ 
あ間に合うか、というと間に合わないだ 
ろうね。だからメジャ I とかマイナ I と 
か分け方があるけど、そういうのじゃな 
い分け方がもう一つあって、ガロ系って 
のはどっちかというと割合絵の方で、イ 
ラストレ—ションに近いスタンス、それ 
は南伸坊が編集長になった時割合意識 
的だったんじゃないのかな。 

-そうですね。 

林 だからそういうのと、既成の漫画 
の「キャラクタ I 志向」というのかな、 

|つのキャラクタ—を作って、それをど 
う動かして行くかというね。メジャ—と 
かマイナ—とか、「量」で分けるんじゃ 
ないもう|つの分け方があるのね。 

-あと、「ばく」の表紙なんかで C 

G (コンピユ I 夕 I グラフィック) 4'- ん 
かもやられてますよね、それまでの「林 
静 I 」とそういうテクノロジ—というも 
のがイメージ的に合わないような気も 
するんですが(笑)、それはどういった 
感じで導入されたんですか。 

林 いや、あれは要するに「ばく」の 
表紙もやってくれないか、という話が来 
て、夜久さんから。で、「絵」じゃもう 
駄目だ、と思ったのね。 

-それは林さんの描かれた絵とい 

う事で？ 

林 いやそういう意味ではなくて、書 
店で並んだ時なんかの効果、露出度とか 
考えてね、例えば日比野(克彦)さんな 
んかの段ボ—ルでやるようなやつでも 













多分 弱い、と思ったのね。でもう CG し 
かない、と。それぐらいガ—ンとやらな 
いと駄目だ、と。あの「ばく」の世界の 
全く反対にいる若い人も引っ張ってく 
るには。 CG と言ったって「お絵描き」 

じ ゃなくて、きちんと立体を作ってね、 
例えば動かすと陰もちゃんと変わるで 
しよ。 

-今後林さんが絵、漫画もですけど 

も、今現在未来に向かってこういう展開 

をして行きたい、というのはあります 

\ 〇 

力 

林 僕今三年も放ったらかしにして 
いる百人|首があるんだよね(笑)。今 
年の六月までにやらないと終りになつ 
ちゃうんだけど。二百点くらい描かなき 
ゃならないんだよね。それは大丸ミユー 
ジアムで企画を通すか通さないか、早く 
絵を描かないと通らない(笑)って。 

-展覧会と同時に…。 

林 札と CG と ビデオ発売。読み札を 
アトランダムに 選べる わけ。 取り札を ま 
いといて CG かけとくと 上の句を機械 
が読んでくれるわけ。画面に絵が映って 
ね。 それをこっちが下の句の札を探すわ 
to 

-セツトになってるんだ。 

沐 そうそう。 

-それは面白そうですよね。…漫画 

に関してはどうですか。 

林 僕は rpH :. J なぜ描いたかとい 
うと、長井さんが八十…七年くらいか 
な、忘年会で「長いの一本描いてよ」つ 
て言ったのね。それが凄く困った感じだ 
つたんですよ(笑)。そしたらそれを松 
田哲夫なんかがいて、「そんな今誰かが 


描いたってガロは救えないよ」って言っ 
たのね。とにかく長井さんの言葉が凄く 
気になってたから、「ばく」で途中まで 
やって廃刊になった時にじゃあこれを 
描こう、って。長井さんの言った事を僕 
は守りましたよ、描きましたよ、つて。 
た一こ、やっぱり漫画を通して物を見てた 
ところあったから、離れはしないよね。 
棒の中で漫画と絵画とか繫がっちゃっ 
てるから。だからもっと漫画は違うもの 
が出てきていいと思うし、そこじやない 
と表現出来ないものも必ず出てくるし。 

-これから漫画を描く時は、内容よ 

りも表現のスタィルをどういう風に変 
えて行くか、という事は…。 

体 でもそれはどっち もありますよ 
ね。内容も読んでおもしろくなきゃなら 
ないし。やっぱり読んでて頭の中が回転 
するようなものじやないとね。 

-映象 もやつ てみたいと思いませ 


林 やりたいですよ。ぅん。ただ今金 
が/らぼぅでしよ。よほどいいスポンサ 
I みつけないと。この間フランス映画 
で、三時間くらいのやつで画家とモデル 
の話があったでしよ、『美しき諍い女 , -〇 
あ、 これ凄くやりたかったテ—マだ、つ 
て思ったね。ピカソの後半画家とモデル 
つて関係になるでしよ。関係のドラマで 
ずっと 話が進んでいく。そういう意味で 


行くとほとんど趣味だよね(笑)。漫画 
が(笑)。 

-じゃあ「趣味」でガロにまた発表 

してく ださい(笑)。どうもありがとう 
ございました。 

赛氣濟 急 P 辱 贫备濟 辱^^ 


■収録一九九二年五月 I 日 
■文貴ガロ編集部 
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